
東東京京工工業業大大学学  国国際際的的社社会会起起業業家家養養成成ププロロググララムム 

  
  

22000088 年年 33 月月 1155 日日（（土土））  1133：：3300～～1166：：3300  
キキャャンンパパスス・・イイノノベベーーシショョンンセセンンタターー東東京京  国国際際会会議議室室  

（（東東京京都都港港区区芝芝浦浦 33－－33－－66  JJRR 田田町町駅駅下下車車  芝芝浦浦口口徒徒歩歩 11 分分））  
  

ププロロググララムム：：  

1133::3300  開開会会のの挨挨拶拶          渡渡辺辺  孝孝（（東東京京工工業業大大学学  教教授授））  

    

1133::3355  第第 11 部部  環環境境分分野野ににおおけけるるアアジジアアのの社社会会起起業業家家のの取取りり組組みみ  

    
基基調調講講演演：：  ソソヒヒニニーー・・ババタタチチャャリリアア  

（（アアシショョカカ財財団団ニニュューーデデリリーー事事務務所所  南南アアジジアア局局長長））  

1144::1155    質質疑疑応応答答      

    

1144::2255  第第２２部部  パパキキススタタンンににおおけけるる砒砒素素対対策策とと浄浄水水器器のの普普及及  

    
講講    演演：：  アアテティィッックク・・ララーーママンン  

（（パパキキススタタンン・・NNPPOO 都都市市環環境境研研究究セセンンタターー））  

1144::3355    論論評評とと質質疑疑応応答答      

    

1144::5500  休休憩憩        

    

1155::0000  第第３３部部  パパネネルルデディィススカカッッシショョンン  

    「「日日本本のの社社会会起起業業家家にに期期待待すするるこことと」」  

  

パパネネリリスストト：：村村瀬瀬  誠誠（（雨雨水水博博士士・・NNPPOO 法法人人雨雨水水市市民民のの会会  事事務務局局長長））  

小小木木曽曽麻麻里里（（フファァーースストトブブルルーー有有限限責責任任組組合合  代代表表、、  

世世界界銀銀行行多多国国間間投投資資保保証証機機関関 MMIIGGAA  東東京京事事務務所所長長））  

ソソヒヒニニーー・・ババタタチチャャリリアア  

    司司会会：：      渡渡辺辺  孝孝      

    

1166::2200  閉閉会会のの挨挨拶拶          渡渡辺辺  孝孝  

  

参参加加費費：：無無料料  

定定  員員：：110000 名名程程度度  

  

国国際際シシンンポポジジウウムム  

環環境境問問題題とと社社会会起起業業家家のの役役割割  



東東京京工工業業大大学学  国国際際的的社社会会起起業業家家養養成成ププロロググララムム  

国国際際シシンンポポジジウウムム「「環環境境問問題題とと社社会会起起業業家家のの役役割割」」  
2008 年 3 月 15 日（土） 13：30～16：30 
キャンパス・イノベーションセンター東京 国際会議室 
（東京都港区芝浦 3－3－6 JR 田町駅下車 芝浦口徒歩 1 分） 

 

基基調調講講演演者者ププロロフフィィーールル：：  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おお申申込込みみ・・おお問問合合せせ先先  

  

東東京京工工業業大大学学大大学学院院  社社会会理理工工学学研研究究科科  社社会会工工学学専専攻攻  

国国際際的的社社会会起起業業家家養養成成ププロロググララムム  事事務務局局  

TTEELL：：  0033--55773344--33009966  

FFAAXX：：  0033--55773344--33009966  

担担当当：：  露露木木真真也也子子  ttssuuyyuukkii..mm..aabb@@mm..ttiitteecchh..aacc..jjpp  

ソソヒヒニニーー・・ババタタチチャャリリアア    SSoohhiinnii  BBhhaattttaacchhaarryyaa  

アアシショョカカ財財団団  南南アアジジアア局局長長  

DDiirreeccttoorr  ooff  PPaarrttnneerrsshhiippss  ffoorr  SSoouutthh  AAssiiaa,,  AAsshhookkaa::  IInnnnoovvaattoorrss  ffoorr  tthhee  PPuubblliicc  
  

 インドを代表する母子保健団体 Child In Need Institute（CINI）で女性のためのマイクロ

クレジット・プログラムを開発したのを皮切りに、経済開発と女性の人権問題の分野で 10

年間の活動実績をもつ。2000 年 3 月、アショカに籍を移して以降、全国規模のベンチャー・

プログラム開発や仕組みづくりに従事し、インド国内でのアショカの認知度の向上に貢献し

ている。現在はニューデリーを拠点として活動している。女性の人権問題に取り組む団体

CREA のボードメンバーも務める。 


